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●研究活動・啓発活動

スポーツ医学・アンチ・ドーピング教育

スポーツ心理学(心理的コンディショニング, 等)

スポーツ外傷・障害(症例紹介)

女性アスリートの健康問題(症例紹介)

2004年アテネオリンピック
女子ハンマー投

競技歴：1989～2012年

陸上競技女子円盤投・ハンマー投

2019年3月

順天堂大学スポーツ健康科学研究科大学院 修了

博士（スポーツ健康科学）

日本人大学生アスリートの
アンチ・ドーピング知識の実態調査研究
大学生アスリートはアンチ・ドーピング知識が
全体的に低くアスリートの責務や
医学的側面の知識が乏しい（2018年）



1989年 2012年

陸上競技
スタート
短距離

跳躍選手

1992年

円盤投に
種目転向

中学生 高校生 大学生 実業団選手

引退

1995年

ハンマー投
スタート

1998年秋

1999年 2004年 2008年

・全日本インカレＶ4
・世界ジュニア6位
・日本ジュニア記録
・日本学生記録

中学総体
3種競技A
5位入賞

・高校総体9位
入賞ならず

・国体2位

急性腰痛症

椎間板ヘルニアL4,5

ハンマー投日本記録
04年/67m77

円盤投日本記録
99年/56m84

日本記録更新
07年/58m64

05年～
慢性化

子宮内膜
ポリープ切除貧血

09年子宮内膜症
投薬/手術

睡眠障害

10年～
右肩神経障害

11年椎間関節
変成/12年手術

04年アテネ五輪
ハンマー投出場

05年世界陸上
ハンマー投出場

07年世界陸上
円盤投出場

11年日本選手権
円盤投Ｖ10

10年アジア大会
ハンマー投 銅メダル

主
な
病
歴

2001年

大学院進学



アスリート活動とスポーツ科学研究

スポーツをする上で解明できない

「悩み」「疑問」から研究活動へ

スポーツ活動で培った「感覚」と

スポーツ科学「理論・エビデンス」は一致するのか？

どのように検証できるのだろうか？

・ なぜ本番に弱いんだろうか？ (練習通りにいかない)

・ なぜひとより緊張するのだろうか？ (過度な緊張)

・ なぜモチベーションが持続しないのだろうか？(競技意欲)

・ 痛みの原因がなぜ特定できないのだろうか？(スポーツ障害)

・ こんなことでこの先記録は伸ばせるだろうか？(競技不安)



アスリートのパフォーマンス
感覚とスポーツ科学理論は一致するのか？

「●●すると、強くなれる」・・・？

“As a way of meaning making, identifying life influences, and 
interpreting experiences, there may be no better method than the 
subjective narrative of the life story to help the researcher 
understand a life from the insider‘s point of view.” (Atkinson, R. 1998)

“アスリートに影響したライフストーリーの要因を特定し
それらの経験を研究者が解釈するためには
insider’sの視点から理解する手法として
ナラティブデータに勝る方法はない“

”Since the late 1990s, there has been a shift in policy 
research towards a more evidence-based practice. ”

A study of the relationship between elite athletes‘ educational 
development and sporting performance. (Aquilina, D. , 2013)

neoapo.com/animes/394

1990年代後半以来、より根拠に基づいた
トレーニング方法の開発へと研究政策がシフト



大学生になって・・・

●ウエイトトレーニング量が急激に増加

●投擲練習量(回数)が増加

●トレーニング時間が増加

(8-10時間行う日も)

●疲労の蓄積から大学3年生でスランプに

「たくさん練習すれば強くなれる‼

常にオーバーワーク！

スポーツ障害に発展
腰痛自覚症状：
●1年生夏頃～腰に疲労感
●1年生秋 急性腰痛症発症

（以降 2-3回/年 の頻度）

1997年(大学3年生)
日本学生陸上競技個人選手権大会

オリンピックに出るためには・・・



トップアスリートを対象とした
スポーツ科学研究の発展

2001年
国立スポーツ科学センター開所

女性アスリートのための
月経対策ハンドブック

2008年
ナショナルトレーニングセンター開所

webサイトで
アスリート・指導者が
得られる情報・教材

https://www.jpnsport.go.jp/jiss/

http://femaleathletes.jp/book/HMFA3/



室伏由佳(2018)関節外科ー基礎と臨床第37巻・10号, P82-90

アスリートのパフォーマンスに関わる要因
フィジカル要因 医学的要因 心理的要因 アントラージュ

●スポーツ栄養学 ●スポーツ障害・外傷 ●動機付け ●コーチ

●年齢 ・専門医受診, 確定診断 ・達成動機 ●トレーナー

・成熟度 ・外的/内発的要因 ・失敗回避動機 ●医療スタッフ

・老化 ・リハビリテーション ・外発的/内発的 ●家族

●身体組成 (メディカル/アスレティック) ・目標設定 ●仲間/友人

体重, 体脂肪量 ●女性アスリート ●スキル獲得 ●所属先

骨密度, 体格, 等 ・専門医受診, 定期健診 ・初心者/熟練者 ●メディア

●健康状態 ・三主徴, 貧血 ・運動学習の過程 ●エージェント

・既往歴, 合併症 ・月経困難症 ・イメージトレーニング

●身体特性
(機能性/器質性)

・ 月経周期の移動
・メンタルプラクティス

筋力, パワー, 最大酸素 ●アンチ・ドーピング ●ストレスマネジメント

摂取量, 関節可動域, 等 ・ドーピング・コントロール ・不安/緊張

● 技術レベル プロセス ・ストレス対処/適応

・競技特異的なテクニック ・TUE(治療使用特例) ・受傷競技者の心理的支援

・姿勢の安定性, 等 ・居場所情報関連プログラム
・イップス(ジストニア, 

チョーキング), 等
●コンディショニング ・ドーピング・コントロール ●不適応

・トレーニング 結果の管理 バーンアウト/スポーツ離脱

・ピリオダイゼーション, 等 ・ドーピングをしてはいけない ●カウンセリング

医学的理由/倫理的理由 スポーツに関わる問題, 等
●競技引退

対処資源の
重要性



2009年4月30日
©中日新聞

健康問題の体験－症例を通してー

20005年6月6日
©中日新聞

スポーツ外傷・障害 女性の健康問題


